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わ
る
研
究

大
学
生
の
臼
尊
感
情
お
よ
び
コ

l
ピ
ン
グ
万
略
と
睡
眠

の
質
と
の
関
連
に
つ
い
て

児
童
養
護
施
設
に
お
け
る
心
理
的
援
助
の
有
効
性
と
心

理
職
員
の
活
動
に
つ
い
て
の
分
析

喪
失
体
験
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お
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す
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お
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に
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軒
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瓦
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憲
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見
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膚
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仏
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在

射

後

藤

光

保

松

田

美

香

山

口

友

佳

利

市

岡

慈

文

二
三
O

明
治
一

0
年
代
に
お
け
る
「
宮
中
派
」
の
思
想
と
行
動

古
代
日
本
に
お
け
る
山
林
観
と
仏
教

ー
山
林
修
行
の
足
跡
を
子
掛
か
り
に
|

奈
良
判
写
経
の
一
考
察

ー
「
花
厳
経
為
本
」
前
後
の
動
向
を
て
が
か
り
に
|

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
柏
木
義
円
の
忠

*目'也、
ー
非
戦
論
の
展
開
と
社
会
主
義
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
|

元
朝
初
期
に
お
け
る
全
員
教
同
の
活
動
に
つ
い
て

ウ
イ
グ
ル
語
文
書
に
み
る
経
済
活
動
の
諸
問
題

戦
国
時
代
に
お
け
る
秦
の
貨
幣
政
策
に
つ
い
て

ー
商
映
の
改
革
と
貨
幣
|

陽
明
学
と
仏
教

北
朝
則
の
弥
勅
信
仰

ー
造
像
銘
を
中
心
に

l

清
初
の
満
蒙
婚
姻
関
係

ー
孝
荘
文
皇
后
を
中
心
に
|

中
国
に
お
け
る
阿
育
王
塔
の
諸
相

ー
八
高
四
千
塔
伝
説
が
中
間
に
与
え
し
影
響
|



騎
日
本
語
日
本
文
学

現
代
日
本
語
の
漢
語
系
接
辞
の
用
法
の
分
析

星

日今

栗

谷

川

未

希

舘中市爪牧

野

山

阿
樹
羅

;任

有

希

A
U
 
美

琴

香

織

田

若

林

友

基

超

j毎

燕

亀
井
久
美
子

，唱.
東

ー
「
大
」
「
超
」
「
系
」
「
風
」
を
例
と
し
て
|

『
女
郎
花
物
語
』

『
仮
名
列
'K
伝』

の~手足甘ん

に
お
け
る

に
つ
い
て

鬼
と
隠
れ
蓑
の
関
係
性

明
治
期
文
語
文
の
疑
問
表
現
に
つ
い
て

『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
お
け
る
古
野

ー
そ
の
機
能
に
つ
い
て
|

ス
ペ
ー
ス
・
オ
ペ
ラ
の
文
体
に
つ
い
て

瞳

会
話
表
現
の
テ
ク
ス
ト
機
能

ー
.
舟
話
テ
ク
ス
ト
を
素
材
と
し
て
|

兼
財
の
執
筆
姿
勢

ー
『
徒
然
草
』
に
お
け
る
登
場
人
物
の
描
写
を
通
し
て
|

武
田
泰
淳
と
中
国

ー
「
戦
争
も
の
」
を
中
心
に
|

『
源
氏
物
語
』

の
〈
終
わ
り
〉

ー
「
据
ゑ
」
た
い
男
の
恋
愛
願
望
|

報

英
語
英
米
文
学

重1II ，馬李

田

耕

平

辺

朔

平

素

埠

f~ 

斌

者
ロ
-
E
E
∞ミ
gzmFω

忠
告
〉
-
d
Z
Z
C〈
巳
一
巳

問。
ωωCコ

ωコ己

m，『命。

ヨコ}

〉

。
。
ョ
司
釦

S
Z〈角川

∞
宮
内
凶
可
。
刊
の
め
C
吋
問
。
。
円
君
。
=
.
ω
Z
Z
2
0
0コ
ヨ

m
y
q

司。
C
「
包
ロ
己
〈
2
m
g可
Nω
ヨ山、丘一コ
eω
君。・

=
』

ωロ
ゆ
〉
己
記
2.ω

〈
町
当
ω
。
コ
宮
内
山
コ
一
mwmmwEHJ・一己。

自
己
司
『

a
Z
2
2
『
高
慢
と
偏
見
』
に
お
け
る
ジ
ェ
イ

ン
・
オ

l
ス
テ
ィ
ン
の
結
婚
観
=

t

甲山門一
ω
『
巧
『
一

Z
3
.
〉

2
p
c門

-g
件。
問
。
一
一
間
一
。
口
一
口

同，

y
o
一
円
者
。
吋
宮
、
『
F
O
見

8
5
m
g
g
z
cコ
え
吋
F
O
一円

∞角川口
ω
。
。
向
。
ユ
ω
一mee

一一一一一一



ニ
O
一
三
年
度

大
学
院
文
学
研
究
科
開
講
科
目
一
覧

真

宗

教

学

史

演

習

真

宗

伝

道

学

演

習

真
宗
学
専
攻

真

宗

学

特

殊

研

究

真

宗

学

特

殊

研

究

A

真

宗

学

特

殊

研

究

A

真

宗

学

特

殊

研

究

A

兵

宗

学

特

殊

研

究

B

真

宗

学

特

殊

研

究

B

真

宗

学

特

殊

研

究

B

真
宗
教
学
史
特
殊
研
究

A

真
宗
教
学
史
特
殊
研
究

B

浄
土
教
理
史
特
殊
研
究

A

浄
上
教
理
史
特
殊
研
究

B

真

学学

j寅

。
不

i寅

真

。
不

真

-=--万=

学

i寅

真

，会・
河言

学'

i員

真

-=-河三

学

i寅

習習話-{!>J
1寸

~I>l 
I~I 

~I>! 
1"'1 

野那川
村須添

浄

土

教

理

史

演

習

真

宗

学

文

献

研

究

A

真

宗

学

文

献

研

究

A

真

宗

学

文

献

研

究

A

真

宗

学

文

献

研

究

A

真

宗

学

文

献

研

究

A

真

宗

学

文

献

研

究

B

真

宗

学

文

献

研

究

B

真

宗

学

文

献

研

究

B

真

宗

学

文

献

研

究

B

真

宗

学

文

献

研

究

B

伝

道

学

特

殊

研

究

B

泰
信

仲英
夫勝

ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

生野郎
安村須

T 伸英
ス夫Il券

内
藤

知1
康

内
藤

知
康-

福
原

仏
教
学
専
攻

仏

教

学

特

殊

研

究

福
原

降
並
日

隆
善

内
藤

仏
教
教
学
史
特
殊
研
究

A

知
!業

鍋那
島須

仏
教
教
学
史
特
殊
研
究

B

直英
樹勝

仏
教
教
学
史
特
殊
研
究

A

林

知
日
康

仏
教
教
学
史
特
殊
研
究

B

ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究

} 11 ~菜龍
添}11 1:実

章
雄

且

l陽
善泰
幸信

井
上
武
田

Jl11. 
日

殿
i人l

'l:"E[ 

ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス

藤

普能
幸成

井
上
武
田

辺It.
LI 

殿
内

ヒ
ロ
タ

テP

ス恒

藤

能
成

鍋
島

i直
樹

桂

降

藤
丸

要

藤
丸

要

宮
治

紹
|在昭 ug

宮
治
桂

一一一ー一一一



イ
ン
ド
背
学
特
殊
研
究

A

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究

B

イ

ン

ド

哲

学

演

習

山子

仏

教

t寅

習

仏

教

ず:

習

i寅

仏

教

，ヲ.
一』・

科

lJt 

学

仏

教

学

文

献

研

究

(
パ

l

リ
)
A

仏

教

i寅

習

仏

教

学

文

献

研

究

(
パ

l

リ

)
B

仏

教

学

文

献

研

究

(
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
)
A

仏

教

学

文

献

研

究

(

漢

文

)
A

仏

教

学

文

献

研

究

(

漢

文

)
B

仏

教

学

文

献

研

究

(

チ

ベ

ッ

ト

)
A

仏

教

学

文

献

研

究

(

チ

ベ

ッ

ト

)
B

仏

教

学

文

献

研

究

(

漢

文

)
A

仏

教

学

文

献

研

究

(

漢

文

)
B

葉

報

本
多
本
多
若
原
j釜
山
入
深
柄拘白色三生主

同

原

三包

阿

原
谷長

谷
川
岳
史

長
谷
川
岳
史

三
谷

ニ
谷

道
一
川

道
元

至
成

※
学
部
と
合
同
開
講

哲
学
専
攻

哲

学

特

殊

研

究

H

A

哲

学

特

殊

研

究

H

B

倫
理
学
特
殊
研
究

H
A

至
成

※
学
部
と
合
同
開
講

雄
日百
正
博出.河奇

一
作
詩

倫
理
学
特
殊
研
究

H
B

宗
教
学
特
殊
研
究

I
A

正
耳目
令
知

宗
教
学
特
殊
研
究

I
B

山子

fヰ-

学

内 i話i
i負

令
知

~ 
刀主

教

点
志

※
学
部
と
合
同
開
講

哲

学

文

献

研

究

H

A

哲

学

文

献

研

究

H

B

真
滋

教
育
学
専
攻

教
育
折
門
学
特
殊
研
究

A

教
育
折
門
学
特
殊
研
究

B

宗
教
教
育
学
特
殊
研
究

A

真
i脅

宗
教
教
育
学
特
殊
研
究

B

徹
{.、

教

育

学

特

殊

研

究

A

教

育

学

特

殊

研

究

B

徹
{.、

教
育
行
政
学
特
殊
研
究
A

教
育
行
政
学
特
殊
研
究

B 習習

林林
丸丸

山
高
UJ 
高
田
丸
山
高
田林林

)11 
村
JII 
村
i毎
谷

海
;任
i竜
内
i竜
内

竺
沙

竺
沙

道
夫
道
夫

徳
次

※
学
部
・
大
学
院
実
践
真
宗

学
研
究
科
と
合
同
開
講

，市-
1.也、

次

※
山
下
部
と
合
同
開
講

信
良

※
学
部
と
A
H
同
開
講

信
良

※
学
部
と
合
同
開
講

信徳
良次
道
夫
道
夫

~ 
兄

昭

※
学
部
と
A
H
同
開
講

A旦.

見

ng 

※
学
部
と
合
同
開
講

※
学
部
と
合
同
開
講

則
之

則
之

※
学
部
と
合
同
開
講

大

※
川
市
部
と
合
同
開
講

大

※
学
部
と
合
同
開
講

知
章

※
学
部
と
合
同
開
講

知
章

※
学
部
と
合
同
開
講

一一一一一一一一



生
涯
教
育
学
特
殊
研
究
A

生
涯
教
育
学
特
殊
研
究

B

典
文
化
問
教
育
学
特
殊
研
究

A

異
文
化
問
教
育
学
特
殊
研
究

B

学
校
経
営
学
特
殊
研
究

A

学
校
経
営
学
特
殊
研
究

B

教

育

i寅

学

生

涯

教

育

学

演

習

異
文
化
問
教
育
学
演
習

教
育
・
発
達
心
理
学
演
習

教
育
学
文
献
研
究

A

教
育
学
文
献
研
究

B

発

達

心

理

学

特

論

発
達
心
理
学
特
殊
研
究

教

育

心

理

学

特

論

陣
害
者
(
児
)
心
理
学

特

殊

研

究

学
校
心
血
学
特
殊
研
究

学
習
心
理
学
特
殊
研
究

生
徒
指
導
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
論

学
校
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
習

臨
床
心
理
学
特
殊
研
究 習

林林小
島
小
島
小
島

小
島

1竜
内

L
A
V
 

ι
S
1
 烏

徹弘悼q
n
n
M
 

臨
時
リ

日
阿
川

泰
子
泰
子徹

滋
野
井
一
博

郷
式島島

::l:: ::l:: ，也、，也、

i皮 j皮
郷
式

郷
式

安郷
達式

智
子

吉
川
森
田

喜
治

美
輝

※
学
部
と
合
同
開
講

※
学
部
と
合
同
開
講

美
輝勝

※
学
部
と
合
同
開
講

※
学
部
と
合
同
開
講

勝
弘
道
弘
道
大美
輝)f:券

※
文
学
部
と
合
同
開
講

※
文
学
部
と
合
同
開
講

徹徹

※
文
学
部
と
合
同
開
講

'1苦

※
教
育
学
専
攻
の
み
履
修
可

※
教
育
学
専
攻
の
み
履
修
可

学
校
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
特
殊
研
究

心
川
町
教
育
ア
セ
ス
メ
ン
ト
論

心
瑚
教
育
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
習

臨
床
心
理
学
専
攻

臨

床

心

理

学

特

論

臨
床
心
理
面
接
特
論

臨
床
心
理
査
定
特
論

臨
床
心
理
基
礎
実
習

臨

床

心

理

実

習

心

理

療

法

特

論

学
校
臨
床
心
理
学
特
論

臨
床
心
理
地
域
援
助
特
論

心
川
町
学
研
究
法
特
論

臨
床
心
理
学
研
究
法
特
論

臨
床
心
理
学
特
殊
研
究

人

格

心

理

学

特

論

社

会

病

理

学

特

論

児
玉

渡
遜

渡
遺

森束
問

東吉
)11 

滋武
野間
11: 
一俊
博信

士

日

川

悟

滋
野
井
一
博

武

田

俊

信

森友東
田久

森
田

内
田
五
口
勝

大森台伊
塚田川)隣
森
下

二
三
四

静静龍
代代 ~fì

※
教
育
学
専
攻
の
み
履
修
可

曲
且

喜
治盟'1腎

喜久
治雄豊
喜
治

利
広
治
行
iE 
'i'ti:人

※
学
部
と
合
同
開
講

喜
治
義
孝
高
治



家

旅

心

理

学

特

論

心

理

統

計

法

特

論

犯

罪

心

理

学

特

諭

グ
ル
ー
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
特
論

社

会

心

理

学

特

論

神

経

生

理

学

特

論

心

身

医

学

特

論

認

知

心

理

学

特

論

老

年

心

開

学

特

論

障
害
者
児
心
理
学
特
論

学
校
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
(
実
習
)

学
校
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
特
殊
研
究

臨
床
心
理
学
文
献
研
究

臨
床
心
理
学
演
習

I

臨
床
心
理
学
演
習

I

臨
床
心
理
学
演
習

I

臨
床
心
理
学
演
習

I

臨
床
心
理
学
演
宵

I

臨
床
心
理
学
演
間

I

臨
床
心
理
学
演
習

I

臨
床
心
理
学
演
習

H

臨
床
心
理
学
演
習

H

葉

報

廃赤赤
井津津

児
玉
下
村
武
田
友
久
東古
川

陪

滋
野
井
一
博

寸
U
川

川

阿

川

児

玉

龍

治
府
厄
ム
口

A
U
4
E

劃刷、
w
d

・-

児
玉
吾
勝

滋
野
井
一
博

武
田
友
久

東森
UJ 

豆五 τt 

勝川
滋
野
井
一
博

玲
子

玲
子

主主
ソli

※
隔
年
開
講

白
隠
ム
口

J
品

Ettp

、、，d
‘

※
隔
年
開
講

陽

※
隔
年
開
講

俊
信

※
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ル

方ぞ

【
第
一
日
目
】

-
横
超
断
四
流
釈
の
利
益
の
位
置
づ
け

ー
現
当
二
益
を
通
し
て
の
見
解
|

小
野
真
世

(
M
2
)

-
真
宗
伝
道
の
方
法
論
的
考
察

・
浄
土
真
宗
に
お
け
る
伝
道
と
そ
の
展
開

.
沖
縄
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
伝
道

・
真
宗
伝
道
の
現
代
的
意
義

正
親
知
日
隆

(
M
2
)

奥
田
桂
寛

(
M
2
)

河
村
信
弥

(
M
2
)

北
小
路
清
道

(
M
2
)

【
第
二
日
口
】

-
懐
感
浄
土
教
の
研
究

|
善
導
浄
土
教
と
比
較
し
て
|

榎
屋
達
也

(
M
2
)

-
隆
寛
浄
土
教
の
研
究

禿

了
真

(
M
2
)

-
小
児
往
生
に
つ
い
て

束
光
真
法
香

(
M
3
)

-
『
唯
信
紗
文
怠
』
に
お
け
る
親
駕
の
第
十
七
願
観

ー
『
唯
信
紗
』
と
比
較
し
て
|

・
親
鳴
に
お
け
る
信
仰
的
実
存
の
意
義

.
真
宗
仏
性
義
再
考

|
親
鴛
に
お
け
る
仏
性
観
の
独
自
性
|

-
法
然
門
下
の
本
願
観

.
親
篤
と
隆
寛

|
特
に
三
心
観
に
つ
い
て
|

.
明
遍
教
学
の
研
究

-
親
鴛
に
お
け
る
往
生

-
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
の
研
究

・
「
往
生
浄
土
」
に
つ
い
て

《
例
会
》

【二

O
一
二
年
度
】

日
程

二
O
二
一
年
一
二
月
一
八
日
(
火
)

二
四
O

山
石
田

香

(
M
2
)

鹿
島

涼

(
M
2
)

河
法
大
文

(
M
2
)

芝
同
法
之

(
M
2
)

中
村
恵
明

(
M
2
)

西
村
慶
哉

(
M
2
)

馬
場
正
光

(
M
2
)

小
笠
原
覚
順

(
M
2
)

塚
原
義
明

(
M
2
)

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ

l
ル



講
師i

恒
(
本
学
教
授
)

真
宗
文
献
を
考
え
る

殿
内

演
題

ー
教
学
の
基
盤
と
し
て
|

【二

O
一
三
年
度
}

1=1 
程

ニO
一
三
年
七
月
九
日
(
火
)

於

龍
谷
大
学
大
官
学
会
日
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

教
学
伝
道
研
究
室
長
)

講
師

満
井
秀
城
(
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

j寅
題

浄
土
真
宗
と
葬
送
儀
礼

O
学
会
発
表

《
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
第
六
六
回
大
会
》

u 
程

二
O
一
二
年

一
川
六
日
(
火
)

於

能
谷
大
学
大
官
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ

i
ル

菊
川
一
道

(
D
2
)

『
品
戸
岬
組
問
岡
田

-
親
驚
の

・
『
教
行
信
証
』
所
引
の
『
讃
阿
弥
陀
仏
侃
』
に
つ
い
て

.
存
党
に
お
け
る
父
母
に
対
す
る
報
恩
忠
怨

ー
『
報
恩
記
』
を
中
心
と
し
て

l

引
川
に
つ
い
て

-
『
念
仏
鏡
』
の
一
考
察

ー
善
導
教
学
と
の
関
連
を
中
心
に

l

《
第
十
六
回
国
際
真
宗
学
会
学
術
大
会
合
〉
∞
ロ

ω)
》

富
島
信
海

(
D
2
)

谷
口
智
子

(
D
3
)

山
崎
真
純

(
D
3
)

於 二
O
一
三
年
五
月
三
二
日
(
金
)
・
六
月
一
日
(
土
)
・
二
日
(
日
)

1=1 
程

C
E〈
m
M
吋

ω昨
日
、
。
同
切
円
一
円
一

ω『
ハ
い
。
一

c
E
E
P
〈

ωロの
C
C〈

2
J
(い
山
口
印
円
宮

葉

判t

(
ブ
リ
テ
ュ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
)

-∞一間豆町内リ
ωコ
8
0『
号
。
〉
ヨ
一
色
何
回
吋
ω吾川凶
mmwz.ωZω
言
。
一
ロ

ω
Eコ
∞
己
門
庄
町
一
ωヨ

ー
司
吋
。
ョ

5
0
i
m
w君
。
『

F
Z
E
g
g
-口
問

ω
Z
Z
S〈
包
|

(
和
訳
一
真
宗
教
義
に
お
け
る
阿
弥
陀
如
来
名
号
の
意
義
に
つ
い
て

!
被
救
済
者
と
し
て
の
機
の
立
場
か
ら

l
)藤
原
ワ
ン
ド
ラ
睦

(
D
2
)

《
龍
谷
教
学
会
議
第
四
九
回
大
会
》

IJ 
程

二
O
一
三
年
六
月
四
日
(
火
了
五
日
(
水

於

龍
谷
大
学
大
官
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

-
「
化
身
土
文
類
」
末
巻
に
お
け
る
『
華
厳
経
』
引
文
の
怠
義
武
ト
本
山
也

(
D
3

《
H
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
四
同
学
術
大
会
》

H 
限

二
O
一
三
年
八
月
二
二
日
(
土
)
・
九
月
一
日
(
日

於

島
根
県
民
会
館

-
親
嬬
に
お
け
る
諸
行
廃
捨
の
構
造

ー
「
廃
立
」
の
語
を
用
い
な
い
理
由
に
つ
い
て

l
四
夷
法
顕

(
D
3
)
 

-
岡
本
願
寺
本
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
註
記
の
特
徴
に
つ
い
て

ー

坂

東

本

と

の

比

較

か

ら

|

富

島

信

海

(
D
3
)
 

-
親
鴛
の
年
代
に
お
け
る
表
現
変
遷
の
理
由

玉
木
興
隆

(
D
2
)

-
島
地
大
等
の
神
道
観

川
元
悪
史

(
D
3

《
H
本
宗
教
学
会
第
七
二
回
学
術
大
会
》

二
問



11 
程

於

二

O
一
三
年
九
月
六
日
(
金
)
・
七
日
(
土
)
・
八
日
(
日
)

同
率
院
大
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

-
親
鴬
に
お
け
る
「
絶
対
」
の
語
義

ー
天
台
所
説
「
絶
待
」
の
語
を
め
ぐ
っ
て
|

.
親
驚
に
お
け
る
衆
生
利
益
に
関
し
て

-
「
獲
信
見
敬
大
慶
喜
」
部
分
の
推
敵
に
つ
い
て

・
親
鱒
に
お
け
る
宿
業
観
の
一
考
察

-
『
見
聞
集
』
に
関
す
る
一
考
・
製

ー
『
般
舟
讃
』
抄
出
文
に
つ
い
て
|

・
ハ
ワ
イ
真
宗
念
仏
者
マ
ツ
ダ
・
ハ
ル
の
機
の
立
場

四
夷
法
顕

(
D
3
)

杉
田
玉
木
興
隆

(
D
2
)

長
宗
怖
之

(
D
2
)

了

(
D
3
)

西
河

唯

(
D
2
)

藤
原
ワ
ン
ド
ラ
陸

(
D
2
)

-
浄
土
真
宗
に
お
け
る
信
仰
と
社
会
実
践
(
パ
ネ
ル
発
表
)菊
川
一
道

(
D
3
)

仏
教
学
専
攻

《
修
士
論
文
中
開
発
表
会
》

日
程

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
四
日
(
水
)

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
束
饗
二

O
四
教
室

・

『

観

心

略

要

集

』

の

研

究

野

村

光

佑

(
M
3
)

.
明
恵
上
人
高
弁
に
お
け
る
真
言
の
導
入
に
つ
い
て
の
検
討

於

-
曇
鵜
浄
土
教
の
研
究

三
輪
亮
介

(
M
2
)

藤
原
智
之

(
M
2
)

-
明
秀
光
雲
の
浄
土
教
学
の
研
究

ー
『
恐
要
紗
』
を
中
心
と
し
て
|

日
程

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
五
日
(
木
)

二
四
二

i~1j 
見

暢

(
M
2
)

於

龍
谷
大
学
大
官
学
舎
東
豊
二

O
五
教
室

-
中
国
府
・
宋
代
の
浪
繋
変
相
図
に
関
す
る
研
究

ー
金
棺
出
現
の
場
而
を
中
心
に
|

-
「
虎
を
伴
う
行
脚
僧
関
」
の
研
究

-
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
伝
図
研
究

ー
「
出
家
決
意
」
の
場
面
を
中
心
と
し
て
|

《
平
成
二
卜
四
年
度
龍
谷
仏
教
学
会
学
術
研
究
発
表
会
》

日
程
平
成
二
卜
五
年
一
月
十
六
日
(
水
)

岸
田
悠
早

(
M
2
)

藤
川
夕
食

(
M
2
)

テ
ィ
ン
マ
!
ウ

l
(
M
2
)

於

施
谷
大
学
大
宮
学
舎
西
袋
二
階
大
会
議
室

『
勝
蛍
経
疏
義
私
紗
』
と
天
台
教
義
の
一
致

ー
島
地
大
等
説
へ
の
批
判
1

-
薬
健
度
記
事
の
古
層
と
新
層

ー
飢
鰻
の
記
事
を
中
心
に
|

-
〈
阿
弥
陀
経
〉
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

ー
阿
除
陀
仏
の
寿
命
を
子
掛
か
り
と
し
て
|

-
ア
ピ
ダ
ル
マ
の
二
諦
説

吉
田
慈
順

(
D
3
)

井
上
綾
瀬
(
研
究
生
)

壬
生
泰
紀

(
D
2
)

西
山

亮
(
耐
究
生
)



-
喰
伽
行
唯
識
学
派
に
お
け
る
二
諦
説
解
釈
の
変
遷

-
『
大
乗
瀧
厳
経
論
』
第

E
章
に
お
け
る

幻
の
醤
聡
と
三
性
説
と
の
関
係
性
に
つ
い
て

-
『
菩
薩
地
』
の
「
百
四
十
不
共
仏
法
」
を
敷
街
し
て

早
島

慧

(
D
3
)

問
中

充

(
D
l
)

『
大
乗
荘
厳
経
論
』
が
「
仏
の
功
徳
」
を
組
織
す
る
際
に

(
時
)
〈
十
八
不
共
功
徳
〉
と
(
初
)
〈
六
波
羅
蛮
の
完
成
〉
を

新
た
に
追
加
し
た
の
は
な
ぜ
か

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
四
日
(
木
)

於
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
西
隻
二
階
大
会
議
室

.
チ
ベ
ッ
ト
伝
承
に
お
け
る
龍
樹
と
唯
識
派

《二

O
一
二
年
度

第
八
回

B
A
R
e
ユ
ニ
ッ
ト
2
研
究
会

歴
史
と
仏
教
」
》

日
程

-
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
人
の
詠
ん
だ
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
詩
西
山

《
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
談
話
会

上
野
隆
平
(
研
究
生
)

「
チ
ベ
ッ
ト
の

早
烏

慧

(
D
3
)

亮
(
研
究
生
)

特
別
指
定
研
究
ヒ
ロ
タ
・
デ

ス
グ
ル
ー
プ
》

日
程
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
七
日
(
水

}i時

龍
谷
大
学
大
山
学
舎
凶
畿
二
階
大
会
議
室

-
真
言
布
教
思
想
の
英
訳
問
題

ー
「
即
身
成
仏
」
を
中
心
に
|

柴

報

亀
山
隆
彦
(
研
究
生
)

《
龍
谷
教
学
会
議

第
四
十
九
阿
大
会
》

H
程

平
成
二
十
五
年
六
月
四
日
(
火
)

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
ホ

l
ル

・
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
珠
伽
行
派
の
未
了
議
の
一
乗
説

ー
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
第
刃
章
第
臼
E
m
w
備
に
関
す
る
一
考
察
|

於

上
野
隆
平

(
研
究
生
)

《二

O
一
三
年
度
卒
業
論
文
の
書
き
方
説
明
会
》

平
成
二
卜
五
年
六
月
二
十
七
日
(
木
)

龍
谷
大
学
大
宮
学
合
束
餐
一

O
問
教
室

打
本
利
点
H
(
D
2
)

日
程

於

-
卒
業
論
文
を
ど
う
市
く
か

.
資
料
収
集
と
保
存
方
法

.
卒
論
執
筆
に
関
す
る
注
意
事
項

岸
田
悠
里
(
D
l
)

金
谷
博
美

(
D
2
)

《
忌
日
港
葱
氏
学
会

日
程

平
成

十 F惜お

五一T 吊尉i 
，つ?慈
h 己一 E爪お
±士. IJ~I 
I K~'( 

Ii_段
n 子一

三術
~I 論
)喰
、4

香
港
理
工
大
学

於

-
唐
代
法
相
唯
識
学
派
的
偽
性
説

ー
以
基
、
円
測
与
慈
沼
為
中
心
|

李

子
捷

(
M
2
)

《
日
本
印
度
予
仏
教
学
会

第
六
十
四
川
学
術
大
会
》

日
程

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
一
日
(
土

於

島
根
県
民
会
館

-
清
弁
か
ら
見
た
『
倶
舎
論
』
の
二
諦
説

西
山

亮
(
研
究
生
)

』
一
四
三



-
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
構
造
に
つ
い
て

ー
〈
阿
弥
陀
経
〉
の
構
造
と
の
比
較
を
子
掛
か
り
と
し
て
|

壬
生
泰
紀

(
D
3
)

日
程

平
成
二
十
五
年
九
月
一

H
(
日
)

於

烏
根
県
民
会
館

-
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
第
廻
章
に
お
け
る

幻
醤
と
三
性
説
と
の
関
係
性
に
つ
い
て

-
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
「
求
法
品
」
の
一
乗

(owmqE己
創
)
説

充

(
D
2
)

問
中

上
野
隆
平
(
研
究
生
)

-『

EPWMSSE-ω
ロ
可

ω』
(
拐
伽
経
)
の
二
種
如
米
雄
説

ー
敦
飽
写
本
司
・
ω
吋
臼
と

H
本
唯
識
文
献
中
の
侠
文
を
中
心
と
し
て
|

子
捷

(
M
2
)

李

哲
学
専
攻

《
『
実
践
理
性
批
判
』
研
究
会
》

毎
週
水
陪
日

十
三
時
i

カ
ン
ト
『
実
践
理
性
批
判
』
を
精
読
す
る
。
各
自
で
要
約
し
て
き
た
内
容

を
、
テ
キ
ス
ト
を
読
み
進
め
な
が
ら
批
判
的
に
検
討
し
て
い
く
。
原
書
・
翻

訳
を
参
照
す
る
。

場
所
一
哲
学
合
同
研
究
室

テ
キ
ス
ト
い
カ
ン
ト
『
実
践
理
性
批
判
』
宇
都
宮
芳
明
[
訳
]

以

文

社

二
O
O四
年

二
四
四

《
カ
ン
ト
研
究
会
》
十
三
時
l

カ
ン
ト
に
関
す
る
章
を
読
み
進
め
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
。
各
自
要
約
を
考
え
て
き
た
上
で
、
疑
問
点
を
解
消
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。
原
書
・
翻
訳
を
参
照
す
る
。

毎
週
金
眼

H

場
所
一
哲
学
合
同
研
究
室

テ
キ
ス
ト
二

ι
・
カ
ッ
シ

l
ラ
『
認
識
問
題
』
須
田
朗
・
宮
武
昭
・
村
附

.lIIi. 
日

[
訳
]

み
す
ず
書
房

教
育
学
専
攻

《
関
西
教
育
学
会
第
六
十
四
同
大
会
》

日

程

二

O
二
一
年
十
一
月
十
日
(
土
)

会
場
奈
良
女
子
大
学

・
経
済
審
議
会
「
凶
民
所
得
倍
増
計
画
」
が
求
め
て
い
た
能
力
主
義

ー

人

的

能

力

部

会

議

事

録

よ

り

|

六

良

仁

美

(
D
3
)

《
教
育
学
会
第
八
回
研
究
大
会
》

1=1 

程

二

O
一
二
年
十
二
月
一
日
(
土
)

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

A 
~ 

場

南
饗
二

O
三
教
室

-
詰
め
込
み
教
育
に
つ
い
て

ー
日
本
と
中
国
と
の
比
較
|

・
中
国
の
私
立
学
校
の
発
展
と
課
題

ー
丹
東
市
日
本
語
専
門
学
校
を
中
心
に
|

佳
玉

(
M
2
)
 

戴

鹿
利

(
M
2
)
 

凍



-・
6

U
ド
l'
 

1f 

-
中
国
人
の

H
本
語
学
習
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
養
成
の
重
要

(
M
2
)
 

?主

-
日
本
と
台
湾
に
お
け
る
教
科
書
の
審
査
・
採
択
制
度
の
比
較
研
究

|

小

・

中

学

校

の

場

合

|

李

階

儀

(
M
2
)

・

西

郷

文

芸

学

の

教

育

学

的

考

察

村

尾

が
ん
サ
ロ
ン
へ
の
参
加
に
至
る
サ
パ
イ
パ

l
の
体
験那
須
さ
と
み 聡

(
M
2
)
 

(
M
2
)
 

『
龍
谷
大
学
教
育
学
会
紀
要
』

第
十
二
号
龍
谷
大
学
教
育
学
会

・
研
究
論
文
日
本
に
お
け
る
新
中
間
層
の
「
教
育
戦
略
L

と
母
親
の
役
割

ー

先

行

研

究

を

手

が

か

り

と

し

て

|

武

田

猪

久

生

(
D
5
)

二

O
一
三
年
三
月

-
研
究
報
告
経
済
界
が
求
め
た
人
的
能
力
主
義

ー
「
同
民
所
得
倍
増
計
州
」
と
「
人
的
能
力
部
会
」
を
小
心
に
|

{
美

古
・
此

『
関
西
教
育
学
会
年
報
』

第
三
十
七
号
関
西
教
育
学
会

・
経
済
審
議
会
「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
が
求
め
て
い
た
能
力
主
義

二

O
一
三
年
六
月

ー
人
的
能
力
部
会
議
事
録
よ
り
|

吉
良

仁
美

《二

O
二
二
年
度

教
育
学
会
研
究
発
表
大
会
(
前
期
)
》

日
程

二

O
一
三
年
七
月
二
十
七
日
(
土
)

葉

報

(
D
3
)
 

(
D
3
)
 

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

・
留
学
生
の
就
職
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

A 
Z主

場

北
健
二

O
二
教
室

-
中
国
の
日
本
語
教
材
と
日
本
文
化

-
日
本
に
お
け
る
新
中
間
層
の
「
教
育
戦
略
L

ー
「
文
化
的
再
生
産
論
」
の
視
点
か
ら
|

-
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
関
す
る
研
究

ー
ス
タ
ッ
フ
の
力
量
、
専
門
性
に
着
目
し
て
|

郭事IJ
武
田

宮
木

猪
久
生

康
好

静

(
D
3
)
 

M 
2 

(
D
6
 

(
研
究
生
)

-
一
九
六

0
年
代
の
教
育
政
策
と
経
済
界
が
要
求
し
て
い
た
教
育
政
策
概
念

と
の
議
離
に
つ
い
て

ー
経
済
界
が
求
め
た
能
力
主
義
|

臨
床
心
理
学
専
攻

【二

O
一
二
年
度
後
期
}

士
口
由
民

仁
美

(
研
究
生
)

同
】
・
品
{
)
白

『
H
本
心
開
臨
床
学
会
第
コ
二
川
大
会
発
表
論
文
集
』
二

O
十
二
年
九
月

「
保
育
士
の
保
育
観
」

滋
野
井
一
博
(
教
授
)

小
正
浩
徳
(
教
授
)

伊
東
秀
章
(
研
究
生
)

友
久
久
雄
(
教
授
)

〈
日
本
宗
教
学
会
第
七
一
同
学
術
大
会
〉

H 
程

二

O
一
二
年
九
月
九

H

伊
東
秀
章
(
研
究
生
)

皇
串
館
大
学

「
ビ
ハ

l
ラ
活
動
と
日
本
人
の
宗
教
性
」

赤
岡
太
郎
(
教
授

於
二
四
五



〈
第
五
三
回
日
本
児
童
青
年
精
神
医
学
会
総
会
〉

日
程

二

O
二
一
年
一

O
月
コ
二
日

1
一
一
月
二
日

於

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

「
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
へ
の
予
防
的
介
入
L

沖
原
千
菜
芙

(
D
1
)

〈
日
本
教
育
心
理
学
会
第
五
四
回
総
会
〉

二

O
一
二
年
一
一
月
二
三
日

1
二
五
日

日
程

琉
球
大
学
千
原
キ
ャ
ン
パ
ス

「
学
級
に
お
け
る
機
能
的
相
互
作
用
に
関
す
る
一
考
察

l
予
防
的
コ
ン
サ
ル

テ
l
シ
ョ
ン
の
構
築
に
向
け
て

l
」

沖

原

千

菜

美

(
D
l
)

第
二
六
回
近
畿
地
方
会
〉

於

〈
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ

l
・
ケ
ア
連
合
学
会

日
程

二

O
二
一
年
一
一
月
二
五
日

於

京
都
テ
レ
サ

「
歯
科
治
療
恐
怖
症
に
鎮
静
法
を
用
い
た
安
全
・
快
適
診
療

1
ク
オ
リ
テ
ィ

と
連
携
の
向
上
を
求
め
て

l
」

廃

瀬

俊

司

(
D
l
)

日
程

日
本
ス
ト
レ
ス
学
会
学
術
総
会
〉

二

O
一
二
年
一
一
月
三

O
H

〈
第
二
八
回

札
幌
市
会
議
・
研
修
施
設

A
C
U

「
児
童
養
護
施
設
入
所
児
童
の
職
員
に
対
す
る
自
己
開
示
と
問
題
行
動
と
の

於

関
連
に
つ
い
て
の
予
備
的
検
討
」
塩
見
亮
輔

(
M
2
)

武
出
俊
信
(
教
授
)

〈二

O
十
二
年
度
研
究
大
会
〉

H 
程

一
月
二
十
六
日

龍
谷
大
学
大
防
学
舎

於

清
和
館
三
階

二
四
六

-
「
大
学
生
の
自
尊
感
情
お
よ
ぴ
コ

l
ピ
ン
グ
方
略
と
睡
眠
の
質
と
の
関
連

に
つ
い
て
」

井
尻
雅
之

(
M
2
)

-
「
大
学
生
の
親
準
備
性
に
つ
い
て
|
親
に
な
る
こ
と
へ
の
意
識
l

」

馬
場
千
明

(
M
2
)

-
「
大
学
生
の
被
援
助
志
向
性
に
関
わ
る
研
究
」

-
「
希
死
念
慮
及
ぴ
自
殺
念
慮
を
抱
く
大
学
生
へ
の
心
理
的
援
助
」

井
木
綾
乃

(
M
2
)

田
中
萌
子

(
M
2
)

-
「
認
知
再
解
釈
と
気
ば
ら
し
の
関
連
性
に
つ
い
て
」

-
「
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
に
対
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
因
子
の
効
果
!
大
学

中
島
陽
大

(
M
2
)

生
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
ベ
ン
ト
に
着
目
し
て
L

塩
見
亮
輔

(
M
2
)

-
「
児
童
養
護
施
設
に
お
け
る
心
理
的
援
助
の
有
効
性
と
心
理
職
員
の
活
動

上
薗
美
鈴

(
M
2
)

性
に
つ
い
て
の
分
析
」

.
「
ピ
ハ

l
ラ
活
動
実
践
者
に
お
け
る
セ
ル
フ
ケ
ア
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

白
石
明
子

(
M
2
)

-
「
心
身
症
忠
者
に
お
け
る
過
剰
適
応
の
心
理
的
支
援
の
可
能
性
」

若
槻
優
美
子

(
M
2
)

-
「
喪
失
体
験
に
お
け
る
意
味
づ
け
と
成
長
に
関
す
る
研
究
」

坂
江
真
由
美

(
M
2
)

-
「
プ
ラ
キ
シ
ズ
ム
か
ら
顎
口
腔
系
を
護
る

l
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
に
ス
プ
リ
ン

ト
療
法
は
有
効
か

1
」

鹿
嶋
瀬
俊
司

(
D
l
)

〈
第
五
三
同

日
本
心
身
医
学
学
会
近
畿
地
方
会
〉



H 
程

二

O
一
三
年
二
月
二
日

於

国
立
病
院
機
構
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー

「
心
身
症
患
者
に
お
け
る
過
剰
適
応
の
心
理
的
支
援
の
可
能
性
」

若
槻
優
美
子

(
M
2
)

古
川
悟
(
教
授
)

〈
第
二
五
回
京
都
府
歯
科
医
学
大
会
〉

日
程

二

O
二
二
年
二
月
一
七
日

於

京
都
府
歯
科
医
師
会
館

「
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
の
文
献
レ
ビ
ュ
ー
」

鹿
瀬
俊
司

(
D
2
)

{二

O
一
三
年
度
前
期
】

『
龍
谷
大
学
臨
床
心
理
学
会
紀
要
第

1
号』

-
「
ピ
ハ

l
ラ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
け
る
生
死
の
応
答

l
ビ
ハ
|
ラ
活
動

研
修
生
と
大
学
生
に
お
け
る
調
宜
か
ら
|
」
旬
℃
・

7
ミ

伊
東
秀
章
(
研
究
生
)

友
久
久
雄
(
教
授
)

-
「
性
役
割
観
と
夫
婦
関
係
満
足
度
と
の
関
連
」

3
・お

la狩野
真
理

(
D
2
)

〈
H
本
歯
科
心
身
医
学
会
〉

H 
程

二

O
一
三
年
七
月
二
ニ

1
一
四
日

Bモ

福
岡
県
歯
科
医
師
会
館

「
質
問
紙
法
ス
ト
レ
ス
・
チ
ェ
ッ
ク
ー
プ
ラ
キ
シ
ズ
ム
と
ス
ト
レ
ス
の
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

1
」

虞
瀬

俊
司

(
D
2
)

〈二

O
十
三
年
度
中
間
研
究
発
表
会
〉

日
程

七
月
二
十
六
日

於

龍
谷
大
学
大
古
学
舎
清
風
館

B
一
O
一
教
室

-
「
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
に
お
け
る
介
護
職
員
の
死
生
観
に
つ
い
て
」

武
藤
有
佑

(
M
2
)

葉

報

-
「
青
年
期
の
実
存
的
不
安
と
通
過
儀
礼
|
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
母
子
関
係
と
の

関
連
|
」

鈴
木
絹
世

(
M
2
)

-
「
治
療
関
係
を
評
価
す
る

ー
シ
ス
テ
ム
ズ
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
か
ら
の
一
考
察
」問

中
智
之

(
M
2
)

-
「
対
人
関
係
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
と
欺
附
性
認
知

の
関
連
性
に
つ
い
て
|
異
性
問
に
お
け
る
欺
附
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

l
シ
ョ

ン
場
面
に
着
目
し
て
|
」

小
田
理
未

(
M
2

-
「
日
本
版
新
個
人
的
神
話
尺
度
(
吋

Z

旬
。
司
m
w
o
口
問
}

Z
め
者

同
り

m
w
σ
-
m
w

の
信
頼
性
と
妥
刀
性
の
検
討
及
ぴ
日
本
版

Z
句沼山

と
主
観
的
幸
悩
感
の
関
係
」

∞
《
リ
州

wz
…Z
司

同

り

印

)

室
屋
賢
士

(
M
2
)

-
「
大
学
生
が
認
知
す
る
親
と
の
関
連
性
と
心
理
的
健
康
に
関
す
る
研
究
」

張
回
ょ
う
こ

(
M
2
)

-
「
青
年
期
に
お
け
る
現
実
自
己
が
抱
く
劣
等
感
に
つ
い
て
!
理
想
自
己
と

川
人
口
綾
香

(
M
2
)

他
者
比
較
の
観
点
か
ら
|
」

〈
第
四
回
表
現
性
心
理
療
法
凶
際
学
術
研
究
会
〉

ニO
一
三
年
八
月
四
日

u 
程

B守

中
華
人
民
共
和
凶

蘇
外|

「
認
知
症
高
齢
者
の
こ
こ
ろ
と
体
の
関
連

l
人
物
画
を
通
し
た
こ
こ
ろ
の
理

解

と

心

理

的

支

援

|

」

劉

仁

(
D
l
)

『
日
本
心
理
臨
床
学
会
第
三
二
回
大
会
発
表
論
文
集
』
二

O
二
二
年
八
月

匂・∞
C

∞

「
子
ど
も
の
支
援
に
お
け
る
親
の
役
割
に
つ
い
て
|
父
親
の
視
点
|
」

二
四
七



滋
野
井
一
博
(
教
授
)

伊
東
秀
章
(
研
究
生
)

小
正
浩
徳
(
教
授
)

友
久
久
雄
(
教
授
)

赤
田
太
郎
(
教
授
)

〈
第
三
二
回
日
本
心
理
臨
床
学
会

ニO
二
ニ
年
八
月
二
五
日

1
二
八
日

秋
季
大
会
〉

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

・
「
非
専
門
家
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
習
の
効
果
H
|
話
を
「
聞
か

於

日
程

な
い
」
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通
し
て

l
」

小
正
浩
徳
(
教
授
)

友
久
久
雄
(
教
授
)

-
「
青
年
期
に
お
け
る
劣
等
感
に
つ
い
て
!
他
者
比
較
と
理
想
自
己
|
」

川
合
綾
香

(
M
2
)
滋
野
井
一
博
(
教
授
)

〈
仏
教
看
護
・
ビ
ハ

i
ラ
学
会
第
九
四
年
次
大
会
〉

日

程

二

O
一

三

年

八

月

二

五

日

於

皐

皐

館

大

学

「
ピ
ハ

l
ラ
活
動
研
修
生
と
大
学
生
に
お
け
る
生
死
の
問
題

(
2
)
」

友
久
久
雄
(
教
授
)

滋
野
井
一
博
(
教
授
)

伊
東
秀
章
(
研
究
生
)

赤
凹
太
郎
(
教
授
)

伊
東
秀
章
(
研
究
生
)

〈
第
二
三
凶
日
本
ブ
リ
l
フ
サ
イ
コ
セ
ラ
ピ

l
学
会
〉於

駒
沢
大
学

H
程

二

O
一
三
年
八
月
三
O
H
1
九
月
一

H

-「
W
I
S
C
l
w
の
行
動
観
察
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
活
用
し
た
事
例
|

「
大
き
な
立
口
が
怖
い
」
と
訴
え
る
子
ど
も
の
母
親
と
の
面
接
|
」

東

狩
野
真
理

(
D
2
)

豊
(
教
授
)

-
「
不
登
校
を
主
訴
に
来
談
し
た
母
子
の
面
接
過
程
!
祖
母
の
入
院
を
き
っ

か
け
に
変
化
し
た
家
族
シ
ス
テ
ム
に
注
目
し
て
|
」

梅
野
智
美

(
D
l
)

室
屋
賢
士

(
M
2
)

東

豊
(
教
授
)

二
四
八

〈
日
本
宗
教
学
会
第
七
二
回
学
術
大
会
〉

日
程

於

同
皐
院
大
島
ナ

二
O
二
二
年
九
月
八
日

「
心
理
学
か
ら
み
た
浄
土
真
宗
の
ソ

l
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」

伊
東
秀
章
(
研
究
生
)

国
史
学
専
攻
・
日
本
史
学
専
攻

【二

O
一
二
年
度
後
期
】

口
史
跡
調
査

-
日
時
二
一

O
一
二
年
十
一
月
二
五
日
(
土
)
午
前
十
一
時
半
か
ら

.
場
所
一
金
戒
光
明
寺
・
永
観
堂
・
南
禅
寺

※
事
前
調
査
は
実
行
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
中
止
。

口
研
究
発
表
会

第
十
一
回

《於
川
崎
一
輝
(
仏
教
史

「
行
基
の
布
教
と
民
衆
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

例
A 
再

日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

十
月
三
日

第
十
二
回

月

H 

片
岡
亮
(
近
世
史

「
近
世
京
都
の
物
古
に
関
す
る
一
考
察
」

第
十
三
回

河
上
ま
ど
か
(
近
現
代
史

十
月
三
一
日

「
社
会
科
成
立
過
程
の
中
の
「
国
史
」
の
存
続
L

三
亀
由
季
(
中
世
史

第
十
四
回

十
一
月
七
日

「
禅
宗
寺
院
に
お
け
る
塔
頭
l
大
徳
寺
を
中
心
と
し
て
|
」

児
玉
祥
吾
(
近
世
史

第
十
五
回

十
一
月
二
一
日

M
2
)
 

M
2
)
 

M
l
)
 

M
l
)
 

M
l
)
 



「
政
治
的
側
面
か
ら
見
る
貞
享
の
改
暦
」
波
溢
慶
一
郎
(
中
世
史

「
戦
国
末
期
に
お
け
る
琵
琶
湖
の
在
地
領
主
と
織
間
信
長
」

第
卜
六
回

十
二
月
五
日

M
l
)
 

口
研
究
会
・
輪
読
会

・

古

代

史

輪

読

会

《

於

【
顧
問
一
平
林
章
仁
(
本
学
文
学
部
教
授
)
、
代
表
一
造
桝
豊

(
D
3
)
】

古
代
史
輪
読
会
で
は
、
院
生
を
中
心
に
、
学
部
生
を
合
め
て
、
古
代
史
研

究
の
基
本
史
料
の
輪
読
を
進
め
て
い
る
。
本
年
度
は
『
類
緊
三
代
格
』
と

『
小
右
記
』
を
取
り
扱
う
。
史
料
の
読
み
方
や
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
中
に

合
ま
れ
て
い
る
問
題
点
や
そ
の
史
料
の
持
つ
歴
史
的
意
味
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、

云
い
た
い
こ
と
を
云
い
合
う
。
つ
ま
り
は
、
ひ
と
つ
の
史
料
を
ネ
タ
に
し
て

如
何
に
遊
ぶ
か
。
こ
れ
が
輪
読
会
の
目
標
で
あ
る
。

日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

具
体
的
日
程
は
、

そ
の
都
度
合
議
に
よ
り
決
め
て
い
る
が
、

凡
そ
次
の
よ

う
で
あ
る
。

①
『
類
束
三
代
格
』
一
毎
月
第
一
土
畷

H
か
日
曜
日
。
午
後
四
時
か
ら
。
日

本
史
合
研
に
て
。

史
料
一
国
史
大
系
『
類
緊
三
代
格
』

②
『
小
右
記
』
…
毎
月
第
三
土
曜
日
か
日
曜
日
。
午
後
四
時
か
ら
。
日
本
史

合
研
に
て
。

史
料
一
大
日
本
古
記
録
『
小
布
記
』

葉

報

-
中
世
史
研
究
会

毎
月
第
二
火
曜
H
三
講
義
時
，、
於

H
本
史
学
合
同
研
究
室
》

{
担
当
一
岸
田
裕
之
(
本
学
文
学
部
教
授
)
】

テ
キ
ス
ト
一
『
天
正
記
』
(
『
戦
凶
期
毛
利
氏
史
料
撰
』
マ
ツ
ノ
者
庖

九

八
七
年

所
収
)

テ
キ
ス
ト
の
各
年
月
日
の
筒
条
ご
と
に
担
当
者
を
決
め
、
対
象
の
条
の
解

釈
、
関
連
事
項
を
調
べ
て
報
告
す
る
。

参
考
図
書
と
し
て
『
も
利
輝
元
同
伝
』
『
萩
溶
閥
閲
鉢
』
等
を
利
用
し
、

同
時
期
の
毛
利
輝
元
刷
辺
の
動
き
も
把
掠
し
、
ま
た
、
盟
匝
政
権
下
近
世
へ

の
移
行
に
も
関
心
を
広
げ
る
。

京
都
並
ぴ
に
京
都
周
辺
の
史
蹟
地
に
赴
き
地
域
史
像
・
時
代
史
像
を
考
え

る
臨
地
見
学
会
も
行
っ
て
い
る
。

-
近
世
史
史
料
輪
説
会

毎
週
金
限
日
十
七
時
か
ら
於

日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

{
担
当
一
小
林
健
太

(
M
2
)
}

-
テ
キ
ス
ト
一
荻
生
但
保
『
政
談
』
(
研
究
会
で
用
意
す
る
)

-
『
政
談
』
は
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
に
献
上
し
た
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

今
年
度
は
本
書
を
輪
読
し
、
近
世
史
料
の
習
熟
を
は
か
る
。
そ
れ
に
加
え

て
、
社
会
的
・
思
想
的
背
景
を
考
察
し
た
い
。

な
お
、
学
部
生
を
対
象
に
行
う
の
で
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

研
究
発
表
・
卒
論
等
の
相
談
も
適
宜
行
う
。

二
四
九



-
近
現
代
史
研
究
会

H
本
史
学
合
同
研
究
室
》

隔
週
火
曜
日
四
講
時
《
於

【
旭
当
一
八
木
原
清
登

(
M
2
)
】

主
に
近
現
代
を
対
象
と
し
た
研
究
論
文
の
輪
読
を
中
心
と
し
て
進
め
て
い

ノ
¥

論
説
や
使
用
さ
れ
て
い
る
史
料
の
読
解
を
通
じ
て
、
各
自
の
研
究
テ

l
マ

の
み
な
ら
ず
、
近
現
代
史
の
広
範
な
知
識
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

今
年
度
は
藤
田
省
三
『
天
皇
制
国
家
の
支
配
原
理
』
(
み
す
ず
書
房
、
二

O
一
二
)
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

月
限
H
五
講
義
時

，、
於

日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

-
古
文
書
研
究
会

【
組
九
一
尚
山
嘉
明
(
本
学
非
常
勤
講
師
)
】

テ
キ
ス
ト
一
随
時
古
文
書
の
コ
ピ
ー
を
配
布
す
る
。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
古
文
書
を
扱
い
、
ま
ず
く
ず
し
字
の
解
説
を

行
な
っ
て
内
容
を
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
文
書
が
持
っ
て
い
る
時
代
性
や

特
徴
を
探
る
。

-
「
天
正
記
」
を
読
む
会

第
一
・
第
三
火
臨
旦
ニ
講
義
時

，、
於

大
宮
図
書
館
四
階
学
習
室
》

【
幹
事
一
芦
原
義
行

(
M
2
)
】

本
会
で
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
古
活
字
版
「
天
正
記
」
を
テ
キ
ス
ト

と
し
て
輪
読
会
を
行
っ
て
い
る
。
「
天
正
記
」
は
豊
臣
秀
吉
の
御
伽
衆
大
村

由
己
が
著
し
た
一
群
の
記
録
で
あ
る
が
、
本
書
を
丹
念
に
読
み
解
く
こ
と
に

二
五
O

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
豊
臣
時
代
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
可
能
性
も
あ
る
。
進
め
方
は
、
事
前
に
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
発
表
担
当

者
を
決
め
て
輪
読
す
る
。

-
考
古
学
勉
強
会

・
毎
週
金
曜
日
六
講
義
時
(
十
八
時
二
五
分
1
)

【
担
当
一
園
下
多
美
樹
(
本
学
文
学
部
教
授
)
】

「
レ
ン
フ
ル
ー
の
考
古
学
を
読
む
」

レ
ン
ブ
ル
ー
の
論
文
(
訳
文
)
を
用
い
る
。

，、
於

大
官
学
合
東
費
二
階

考
古
学
研
究
室
》

【
担
当
一
新
平
直
彦

(
M
2
)
】

「
考
古
学
的
視
点
か
ら
見
た
各
時
代
l

基
礎
資
料
を
読
む
」

研
究
室
所
属
の
メ
ン
バ
ー
が
各
時
代
の
考
古
学
の
研
究
方
法
に
つ
い
て
解

説
を
行
、
ワ
。

-
毎
月
第
二
・
第
四
木
附
H

口
『
龍
谷
日
本
史
研
究
』
第
三
六
号
(
二

O
一
三
年
三
月
発
行
)

【二

O
二
二
年
度
前
期
】

口
ニ

O
二
二
年
度
総
会

-
日
時
一
二

O
二
二
年
六
月
二
十
一
日
(
金
)

十
三
時
十
五
分
1

-
場
所
一
龍
谷
大
学
大
官
学
舎

・
記
念
講
演
(
龍
谷
学
会
協
賛
)
一
谷
山
正
道

清
和
館
三
階

先
生
(
天
理
大
学
教
授
・



本
学
非
常
勤
講
師
)

「
近
世
後
期
の
広
域
訴
願
と
郡
中
議
定
」

口
研
究
発
表
会

仰l
A 
~ 

於

日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

-
第
一
同

四
月
十
七

H

M
2
)
 

奥
本
格
希
(
近
世
史

「
郡
上
藩
宝
暦
騒
動
と
凹
沼
意
次
」

-
第
二
回

五
月
一
日

M
l
)
 

花
熊
祐
基
(
考
古
学

「
古
墳
時
代
後
期
に
お
け
る
埴
輪
生
産

l
三
島
地
域
を
中
心
に
|
」

瓦

月

十

五

日

古

田

恵

美

(

古

代

史

-
第
三
回「
小
野
筆
冥
官
説
話
形
成
の
背
景
に
つ
い
て
L

.h.
月
二
卜
九

H

一卜

.h倣
太
郎
(
中
世
史

M
l
)
 

-
第
阿
川「平
安
前
期
の
軍
事
官
僚
」

M
l
)
 

-
第
五
阿

六
月
二
十
六
日

栗
山
寛
(
近
現
代
史

「
帝
国
主
義
形
成
期
に
お
け
る
仏
教
徒

l
新
仏
教
徒
同
志
会
の
歴
史
的

M
l
)
 

立
場
|
」

-
第
六
回

七
月
卜
日

M 
2 

山
日
前
知
H

貴
(
近
世
史

「
近
世
初
期
の
い
川
氏
と
全
凶
的
な
海
上
活
動
l
紀
州
海
民
の
束
岡
山
漁

を
中
心
に

i
」

口
研
究
会
・
輪
読
会

-
古
代
史
輪
読
会

《於

【
顧
問
一
平
林
章
仁
(
本
学
文
学
部
教
授
)
、
代
表
一
造
酒
豊

(
D
4
)】

日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

葉

朝t

古
代
史
輪
説
会
で
は
、
院
生
を
中
心
に
、
学
部
生
を
合
め
て
、
古
代
史
研
究

の
基
本
史
料
の
輪
読
を
進
め
て
い
る
。
本
年
度
は
『
類
来
三
代
格
』
と
『
風

土
記
』
を
取
り
扱
う
。
史
料
の
読
み
方
や
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
中
に
含
ま

れ
て
い
る
問
題
点
や
そ
の
史
料
の
持
つ
歴
史
的
意
味
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
一
五

い
た
い
こ
と
を
云
い
合
う
。
つ
ま
り
は
、
ひ
と
つ
の
史
料
を
ネ
タ
に
し
て
如

何
に
遊
ぷ
か
。
こ
れ
が
輪
説
会
の

H
標
で
あ
る
。

具
体
的
日
程
は
、
そ
の
都
度
合
議
に
よ
り
決
め
て
い
る
が
、
凡
そ
次
の
よ
う

で
あ
る
。

『
類
来
三
代
格
』
一
毎
月
第
二
土
曜
日
。
午
後
四
時
か
ら
。

史
料
一
一
凶
史
大
系
『
類
衆
三
代
機
』

『
風
土
記
』
一
毎
月
第
四
日
眼
目
。
午
後
四
時
か
ら
。

史
料
一
日
本
古
典
文
学
大
系
『
風
土
記
』

-
中
世
史
研
究
会

毎
月
第
二
火
臨
日
第
三
講
時
於

日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

【
担
当
二
政
治
慶
一
郎

(
M
2
)】

テ
キ
ス
ト
・
・
『
細
川
両
家
記
』
(
『
新
校

群
書
類
従
』

名
著
普
及
会
、

九
七
七
年
)

室
町
時
代
後
期
、
細
川
京
兆
家
の
家
督
争
い
か
ら
、
織
田
信
長
と
三
好
三
人

衆
と
の
争
い
ま
で
、
十
六
世
紀
の
畿
内
に
お
け
る
戦
乱
を
見
て
い
く
。

毎
月
、
発
表
者
を
決
め
、
解
釈
や
時
代
背
景
等
を
報
告
す
る
。

二
瓦



報
告
を
聞
く
だ
け
で
も
よ
い
の
で
、
学
部
生
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
る
。

-
近
世
史
史
料
輪
読
会

毎
月
第
二
・
第
四
金
曜
日
午
後
五
時
か
ら

《
於
日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

{
顧
問
一
山
本
治
樹
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)
、
担
当
一
小
林
健
太

(
D
l
)
}

テ
キ
ス
ト
…
林
子
平
『
海
同
兵
談
』
(
研
究
会
で
用
意
す
る
)

本
年
度
は
『
海
国
兵
談
』
を
輪
読
し
、
近
世
史
料
の
潤
熟
を
は
か
る
。
あ
わ

せ
て
社
会
的
・
思
想
的
背
景
も
考
察
す
る
。

な
お
、
学
部
生
を
対
象
と
し
て
行
う
の
で
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
卒
論
等
の
相
談
も
随
時
行
う
。

-
近
現
代
史
研
究
会

隔
週
火
服
日
第
四
議
時
，、
於

日
本
史
学
合
同
研
究
室
》

【
旭
当
一
八
木
原
清
登

(
D
l
)
】

本
研
究
会
で
は
研
究
論
文
あ
る
い
は
史
料
の
輪
読
を
行
う
。

そ
の
目
的
は
、
論
文
あ
る
い
は
史
料
の
輪
読
を
通
じ
て
、
近
現
代
史
を
扱
う

上
で
必
要
な
知
識
を
得
る
こ
と
に
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
は
丸
山
民
男
、
藤
田
省
三
な
ど
、

H
本
近
現
代
史
に
お
け
る
主
要

研
究
者
の
著
作
物
を
用
い
る
。
具
体
的
に
は
丸
山
民
男
『
呪
代
政
治
の
思
想

と
行
動
』
(
未
来
社
、
一
九
六
四
年
)
や
藤
田
省
三
『
天
虫
制
同
家
の
支
配

原
理
』
(
み
す
ず
書
房
、
二

O
一
二
年
)
を
考
え
て
い
る
。

二
五
二

-
「
天
正
記
」
を
読
む
会

毎
月
第
一
・
第
三
水
臨
日
第
三
講
時

，、
於

大
宮
図
書
館
問
附
学
習
室
》

{
幹
事
一
三
亀
由
季

(
M
2
)
】

本
会
で
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
古
活
字
版
「
天
正
記
」
を
テ
キ
ス
ト
と

し
て
輪
読
会
を
行
っ
て
い
る
。
「
天
正
記
」
は
豊
臣
秀
吉
の
御
伽
衆
大
村
由

己
が
著
し
た
一
群
の
記
録
で
あ
る
が
、
本
書
を
丹
念
に
読
み
解
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
豊
臣
時
代
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
可
能
性
も
あ
る
。
進
め
方
は
、
事
前
に
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
発
表
担
当
者

を
決
め
て
輪
読
す
る
。

-
考
古
学
勉
強
会

《
於
大
宮
学
舎
東
豊
二
階
考
古
学
研
究
室
》

【
担
当
一
岡
下
多
美
樹
(
本
学
文
学
部
教
授
)
】

各
週
金
曜
日
六
講
義
時
(
十
八
時
二
十
五
分
i
)
「
レ
ン
フ
ル
ー
の
考
古
学

を
臼
抗
む
」

レ
ン
フ
ル
ー
の
論
文
(
訳
文
)
を
則
い
る
。

【
担
当
一
熊
井
亮
介

(
M
2
)
】

各
週
金
眼
目
六
講
義
時
(
十
八
時
二
十
五
分
1
)

「
京
都
・
周
山
地
域
の

歴
史
を
学
ぶ
」

京
都
市
右
京
区
京
北
町
周
山
に
関
す
る
歴
史
・
遺
跡
の
勉
強
会
を
、
夏
季
の

調
査
に
備
え
て
行
う
。



口
講
演
会
「
1
卒
業
論
文
執
筆
に
向
け
て
i
」

-
日
時
一
二

O
一
三
年
七
月
十
二

H

-
場
所
一
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

束
繁
一

O
問
教
室

-
報
告
者

「
テ
ー
マ
設
定
に
つ
い
て
」

「
先
行
研
究
の
整
理
に
つ
い
て
」

奥
本
裕
希
(
近
世
史

吉
田
恵
美
(
古
代
史

「
史
料
収
集
に
つ
い
て
|
私
の
卒
業
論
文
執
筆
の
経
験
か
ら
|
」

下
.h敬
太
郎

IIt 
史

「
卒
業
論
文
執
築
に
お
け
る
史
料
の
種
類
と
扱
い
方
」

「
考
古
資
料
の
取
り
扱
い
と
そ
の
注
怠
点
」

東
洋
史
学
専
攻

葉
報
【
二

O
一
二
年
後
期
i
二
O
二
二
年
前
期
】

0
.
卒
業
論
文
書
き
方
講
座

H 
H寺

栗
山
寛
(
近
現
代
史

花
熊
祐
基
(
考
古
学

二
O
一
二
年
十
一
月
八

H
(木
)
午
後
三
時
三
十
分
1

於

大
宮
学
舎
北
脇
町

2
0
2
教
室

講
師

村
岡
倫
先
生
(
本
学
文
学
部
教
授
)

0
.
学
部
生
研
究
発
表
例
会

4定

報

M
2
)
 

M
l
)
 

M
l
)
 

M
l
)
 

M 

於

大
宮
学
舎
西
曇
2
階
東
洋
史
学
合
同
研
究
室

第
一
回

二
O
一
二
年
十
一
月
十
二
日
(
月
)
十
七
時
1

発
表
者
一
道
場
早
織
さ
ん
(
四
回
生
・
都
築
ゼ
ミ
)

「
係
呉
政
権
に
お
け
る
君
主
と
知
識
人
の
関
係
」

第
二
阿

二
O
一
二
年
十
一
月
十
三
日
(
火
)
十
七
時
i

発
表
者
一
阪
井
裕
士
さ
ん
(
四
回
生
・
木
凹
ゼ

「
国
民
政
府
と
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
協
定
」

二
O
一
二
年
十
一
月
十
五

H
(
木
)
十
七
時
i

発
表
者
一
小
池
期
平
さ
ん
(
四
回
生
・
木
凹
ゼ
ミ
)

第
三
回

「
年
奨
尭
断
罪
に
つ
い
て
」

川
A
H
主
怖
さ
ん
(
阿
川
住
・
都
築
ゼ
ミ
)

「
後
漢
末
の
刑
州
学
に
つ
い
て
」

0
.
第
三
十
六
回
研
究
大
会

二
O
一
二
年
十
二
月
九

H
(金
)
午
後
一
時
十
五
分
l

大
宮
川
町
ナ
A
m
H

清
和
館

3
階
ホ

l
ル

LJ 
H寺

於

【
研
究
発
表
】

木
本
在
射
(
本
学
修
士
課
程
)

山
根
弓
果
(
本
学
博
士
後
期
課
程
) 「
戦
国
秦
の
貨
幣
政
策
に
つ
い
て
」

「
遼
代
後
期
に
お
け
る
人
民
救
済
」

「
南
宋
初
期
の
流
寓
試
に
つ
い
て
」

松
野
美
貴
(
本
学
博
士
後
期
課
程
)

二
五
三



谷
口

綾
(
本
学
博
士
後
期
課
程
)

「
金
元
時
代
に
お
け
る
儲
医
の
展
開
」

{
文
学
部
特
別
講
義
】

井
上
裕
正
先
生
(
奈
良
女
子
大
学
教
授
)

「
ア
へ
ン
戦
争
と
『
海
国
図
志
』
」

※
研
究
大
会
終
了
後
、
大
宮
学
舎
清
和
館
一
階
生
協
食
堂
に
て
懇
親
会
を
開
催

0
.
第
三
十
七
同
総
会

日
時

二
O
二
二
年
六
月
七
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
i

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

於

【
記
念
講
演
】

束
潮
先
生
(
徳
島
大
学
名
誉
教
授
)

「
貌
志
東
夷
伝
の
考
古
学
」

日
本
語
日
本
文
学
専
攻

《二

O
一
二
年
度
日
本
語
日
本
文
学
専
攻

二
O
一
二
年
九
月
十
三
日
(
木
)
龍
大
大
宮
学
舎

合
同
発
表
会
》

日
程

於

-
『
源
氏
物
語
』
の
〈
終
わ
り
〉
の
方
法

・
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
お
け
る
吉
野

ー
そ
の
機
能
に
つ
い
て
|

-
鬼
と
隠
れ
蓑
の
関
係
性

清
和
館
3
階
ホ
ー
ル

南
脇
町
二

O
同
教
室

亀
井
久
美
子

(
M
2
)

東
山
美
琴

(
M
2
)

館
阿
樹
縦

(
M
2
)

二
五
四

-
『
女
郎
花
物
語
』
に
お
け
る
『
仮
名
列
女
伝
』
の
摂
取
に
つ
い
て

-
明
治
期
文
語
文
の
疑
問
表
現
に
つ
い
て

-
ス
ペ
ー
ス
・
オ
ペ
ラ
の
文
体
に
つ
い
て

ー
文
末
表
現
「
ダ
」
・
「
デ
ア
ル
」
を
中
心
に
|

-
会
話
文
の
テ
ク
ス
ト
機
能

ー
再
話
テ
ク
ス
ト
を
素
材
と
し
て
|

《
文
畿
談
話
会

第
二
十
八
同
例
会
》

日
程

二
O
一
二
年
十
二
月
十
六
日
(
日
)

於

龍
谷
大
学
大
官
学
舎

-
定
家
の
「
野
外
柳
」
詠
を
め
ぐ
っ
て

《
文
製
談
話
会

第
三

O
同
例
会
》

日
程

二
O
一
三
年
四
月
十
四
日
(
日
)

於

龍
谷
大
学
大
官
学
舎

-
定
家
の
「
野
外
柳
」
の
歌
を
め
ぐ
っ
て

ー
定
家
の
作
怠
と
後
鳥
羽
院
の
解
釈
|

《
文
勢
談
話
会

第
三
一
回
例
会
》

日
程

二
O
一
三
年
七
月
七
日
(
日
)

於

龍
谷
大
学
大
出
門
学
舎

栗
谷
川
未
希

(
M
2
)

中
谷
有
希

(
M
2
)

牧
野
香
織

(
M
2
)

山
田

随

(
M
2
)

南
養
一

O
五
教
室

溝
端
悠
朗

(
M
l
)

南
安
一

O
五
教
室

議
端
悠
朗

(
M
2
)

南
養
一

O
五
教
室



-
新
古
今
当
代
歌
人
の
星
の
和
歌
に
つ
い
て

檎
垣
駿

(
M
l
)

《
和
歌
文
学
会

第
一
一
一
団
関
西
例
会
》

日
程

二
O
二
二
年
四
月
十
四
日
(
日
)

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

東
豊
一

O
三
教
室

-
定
家
の
「
野
外
柳
」
の
歌
を
め
ぐ
っ
て

ー
定
家
の
作
意
と
後
鳥
羽
院
の
解
釈
|

溝
端
悠
朗

(
M
2
)

《ニ
O
一
二
年
度
日
本
一
語
日
本
文
学
専
攻

プ
レ
合
同
発
表
会
》

日
程

二
O
一
三
年
八
月
一

O
日
(
土
)

於

龍
大
大
宮
学
舎

北
餐
二

O
三
教
室

-
後
鳥
羽
院
と
定
家
の
対
立
怠
識
に
つ
い
て

ー
院
の
定
家
歌
へ
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
|

溝
端
悠
朗

(
M
2
)

-
言
霊
倒
語
説
を
中
心
と
し
た
富
士
谷
御
杖
の
一
言
語
思
想
に
つ
い
て

ー

言

語

過

程

説

を

手

が

か

り

に

|

大

橋

優

子

(
M
2
)

-
武
者
小
路
実
篤
に
お
け
る
『
理
想
』
と

ー
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
『
愛
と
死
』
『
現
実
』

執
筆
ま
で
|

内
問
さ
と
み

(
M
2
)
 

-
明
治
後
半
期
、

k
性
へ
の
一
言
説
を
め
ぐ
っ
て

ー
岡
村
俊
子
「
あ
き
ら
め
」
を
中
心
に
|

佐
藤
崎

(
M
2
)

'呆

報

英
語
英
米
文
学
専
攻

二
O
一
二
年
度
(
後
期
)

《
研
究
発
表
会
》

九
月
十
五
日
(
月
)

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

研
究
発
表

-
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
l
ウ
ェ
ル
の

『】∞∞
ht一円』

-
F
P
2・ω
E
B
E丘
同
色
一
間
一
C
R
U
-
z
-
F
m凶ぜ〈『
O
D
n伶

-ω
〉=一宮内山内
w
z
n
F『一見
E
E
q

李
華
斌

(
M
2
)

議
i寅

清
和
館
三
階
大
ホ

l
ル

田
辺
朔
平

(
M
2
)

-
パ
イ
ロ
ン
の
，

8
5
W
号
ヨ
ddga
に
つ
い
て
|
匂
も
玄
の
場
合
|

束
中
稜
代
(
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
)

《
談
話
会
》

十
一
川
二
八
日
(
水
)於

龍
谷
大
学
大
官
学
舎

-
回
ロ
吋
吋
。
ロ
m
F
ω
ω
ω
ω
ロ
〉
コ
己
コ
。
〈
作
一
一
ω門

英
語
英
米
文
学
合
同
研
究
室

重
田
耕
平

(
M
2
)

-]ω
ロ
め
〉
ロ
2
2
d，
ω
〈
一
命
者
ω
。ロ

Y
向

ωミ
宙
開
。
一
コ
可
『
一
円
貯

ωコ
己
匂
司

ac門回一
2

馬
素
イ

(
M
2
)

-
p
a
s
s
ι
p
s
ヨ=ーの
g『
問
。
。
『
君
。

=.ωZ一
-dogs
巴
m
z
q・

同
り
。
己
『
自
己
J

ヘ
g
m
oミ
Nω

ヨ可注目同
.ω

巧

。

|

田
辺
掬
平

(
M
2
)

二
五
五



二
五
六

-円、一円命同
1
m

巴
ロ
同

.0ω
ロ門凶

刃
包
一
問
一
。
ロ
い

U
・

出
・
円
相
凶
耳
目
1
0
一口

nod
〉
芹
山
門
口
己
mw

件。

ハV
Y円一
ω巴
山
口
一
円
可

李
事
斌

(
M
2
)

-
0
5
三
F
Z
E
n
g
a
d
〈ユ
m
z
d
E
Z
。

片

岡

u
g
g
m
o川
田
泰
志

(
M
2
)

二
O
一
三
年
度
(
前
期
)

《
談
話
会
》

五
月
九
日
(
木
)

方そ

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

英
語
英
米
文
学
合
同
研
究
室

-
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
け
る
日
本
の
特
有
語
の
英
訳
に
つ
い
て

米
田
淳
賞

(
M
l
)

-
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
ジ
ョ
ー
ク

ー
関
連
性
理
論
に
よ
る
分
析
|

森
釘
一
怜

(
M
l
)

-
シ
エ
リ
ー
に
と
っ
て
の
至
高
の
存
在
と
は
何
か

ー
作
品
に
見
ら
れ
る
美
へ
の
崇
拝
に
つ
い
て

l

問
中
混
子

(
M
l
)

-
…
荷
.
順
と
意
味

山
口
広
起

(
M
2
)



業

事日

五
七

大学院文学研究科課程博士学位取得者一覧

報flt番号 氏 名 授1j年月 fl 学位の楠類

申第 1-~} 日野 J!{1，[ S 60.3 .23 文学博士

甲第31号 郡須円照 H14. 3 .16 博士(文学)

甲第32サ * 孝先 H14. 3 .16 博士(文学)
甲第37サ 荒木美知子 HI5.3.15 博士(教育学)

甲第38ザ 沖弓査ζ一 済i倉 H15. 3 .15 博[:(文学)

甲第39せ 朝木敏f H 15.3 .15 博士(丈学)

甲第40-~;' 島村健戸] H15. 3 .15 博士(文学)

甲第46号 那須真裕美 H16. 3 .13 博士(文学)

甲第47号 イ系 健若 1--116.3.13 博士(文学)

甲第48~;} 木田隆文 H16. 3 .13 博士(文学}

申第52サ 木村世雄 1--117.3.19 博1:(文学)

甲第53ザ 高山秀晶IlJ H17. 3 .19 博士(文学)

甲第54~} |前l本健資 H17. 3 .19 博士(文学)

甲第55号 松岡信哉 1--117.3.19 博士(文学)

巾第60ザ 脇中起余子 1--117.9.21 博J:(教育学)

叩第61号 原田哲了 H18. 3 .18 博士(文学)

甲第62日・ IJ[)須良彦 H18.3.18 博-1:(文学)

甲第63号 井上博文 H18. 3 .18 博士(文学)

甲第64号 池田智文 HI8.3.18 博士(文学)

叩第65号 古IH 賢司 HI8.3.18 博士(文学)

甲第77号 出羽孝行 1-118. 9 .19 博 1:(教育学)

Ifl第80号 松本デビッド H19. 3.17 博!:(文学)

甲第81~} 岩田明子 HI9.3.17 博士(文学}

論文題 tl

近IY:の淀川における水辺の開展と哀退

アピダルマ仏教の研究

一時間・空間・ i呈繋ー

初期金逮対文字の研究

一県民肢かの目覚めー

乳児期および幼児期の「交流Jの形成と発達の研究

ーソビエト心理学の研究を契機として一

六朝賞肢の政治とその精神

中世随筆の生成

一語り子の問題をめぐって一

横光利ーの文学

一去象とメディアの相関性一

中期中観派におけるこ論説の研究

ーとくにパーヴイヴェーカを中心にー

r婆沙諭』を中心とする説一切有部の修道論

武fH泰i字文学の生成と展開〈昭和〉言説空間との

相聞から

真宗における阿弥陀仏身表現の思想史的意義

"・l世浄土教者の伝道とその特質

A~okãvadãna の研究

Faulkner's Creation of a Whole from Frag-

ments:The Interrelatiom of His Novels and | 
Short Stories in 1920s to 30s 

K聾学校高等部の算数・数学における r9 i抵の壁」

とその克服の方向性

~子話と u本語の関係をどう考えるかー

r歎異抄』の研究

一真宗教学史上における宗教書としての怠義一

説一切イi書1)における併と衆同分の研究

一実在非実在をめぐる議論を中心に一

i里繋経と律1議に記される結集記事

日本近代史学の思想史的研究

ー r[主l史学」と「阜.国史観」の関係、についてー

室町幕府ー守護体制変容過程の研究

中国朝鮮族の民族教育の現状に関する実証的研究

浄土真宗における人間性と救済

-西洋呪代真宗学の人間理解一

An Approach to the Questiol1 of Humanness 

in Contemporary Western Shin Buddhism 
-the soteriological significance of disability-

臥坐具健度の研究



報告番号 氏 名 授与年月日 学{立の租類 論文題目

申第87号 小池清廉 H19.9.18 博士(文学)
仏教思想と生命倫理

Bioethics from a Buddhist Viewpoint 

申第88号 彰 涛 H19. 9 .18 博士(文学) 景徳鎮琵業史の研究

rll第89号 高[1] 文英 H20. 3 .15 博士(文学) 浄土教における厭離械土の教理史的研究

甲第90号 松尾得晃 H20.3.15 博士(文学) 中国浄土教における凡夫観の展開

時1第91号 八力膚超 H20.3.15 博士(文学) 中国浄土教における念仏思想

11'1第96号 金 才槌 H20. 9 .17 博士(文学)
中辺分JJIJ諭における三性説の研究
一三性説の形成とその思忠史的展開を中心として一

fJl第97号 北村一仁 H20. 9 .17 博士(文学) 南北朝国境地域の歴史的研究ー「辺掘」と「荒」

甲第99号 佐々木大悟 H21. 3 .14 博士(文学) r大阿弥陀経』の研究

叩第100号 中路基夫 H21. 3 .14 博士(文学)
北Ui((~1秋

-象徴派詩人から童謡・民謡作家への軌跡一

甲第1田号 大谷由香 1-121. 9 .17 博士(文学) 中世律宗における戒体思想の変遷

月l第109号 天野 信 日21.9 .17 博士(文学)
大本経の研究

一過去仏思想と仏伝との関連性一

甲第110号 高岡善彦 H21. 9 .17 博士(文学) 三論教学における空性と修道の研究

甲第111号 |瑚崎秀麿 H21. 9 .17 博士(文学) 石泉助正論の研究

甲第112号 県111 義道 H21. 9 .17 博士(文学) 浄土真宗における噂き手の教学史的研究

IfI第113号 浜畑圭吾 H21. 9 .17 博士(文学) 読み本系平家物語の生成に関する研究

甲第114号 浅井三津恵 H21. 9 .17 博士(文学) Wordsworth's Travel Poems in Scotland 

rt1第115号 北村文雄 H22. 3 .20 博士(文学) 親嶋教義におけるこ柿説とー異の論男n

叩第116号 大谷欣裕 H22.3.20 博士(文学)
平安則真言教学の研究

一束台耐密の教学交渉ー

IfI第117号 野日 靖 H22. 3 .20 博士(文学)
日本中世華厳学における成仏説の研究

一向山寺系華厳学を中心にー

Ip第125号 松向央龍 H22.9.17 博士(文学) 無去の研究

甲第ロ6号 三浦和浩 H22.9.17 博士(文学) 日蓮思想の研究

コンカーラ'Yタナラック
止観の研究

叩第127サ
プラポンサック

H22.9.17 博士(文学) 一初mJ経典から主1:釈文献へ及び呪代タイ仏教の
実践法一

甲第l却号 万i皮寿子 H22.9.17 博士(文学) 西本願寺の出版と近世期京都の出版業者

IfI第132号 木許 守 H23.3.19 博士(文学) 古墳H寺代における畿内政権の勢力拡大過程の研究

iド第133号 池山将則 H23.3.19 博士(文学)
南北朝時唐作品教史の研究

一敦健出土「嬬論宗」文献の基礎的研究一

甲第l謁号 藤田真証 H23.9.16 博士(文学)
西日今教学の研究

一近|止初期教学の課題一

"11第137母 金沢 S且主1主 H23.9.16 博士(文学) 『中論確toにおける「見」の研究

申第l詔号 金子大輔 H23.9.16 博士(文学) 阿悶仏の研究

申第139号 近藤俊太郎 H23.9.16 博士(文学)
天皇制国家と「精神主義」

一消沢i尚之とその1"1ドー

五
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I"p第140号

111 奇~143号

1+1第l臼号

1j1第155号

111第156号

叩~mÎ号

11'第158号

ql~日 159号

If:l第160号

11'第161-号

氏 名 投与年月日

高山嘉1I}1 H23.9.16 

袈 慶餓 H24.3.17 

岩田真美 H24.9.19 

小野嶋祥雄 H24.9.19 

村上 19)也 H24.9.19 

井上綾瀬 H24.9.19 

吉田哲 H24.9.19 

隈:JI: 消布i H24.9.19 

武問 _J"!- 1-125.3.16 

亀山降彦 H25.3.16 

学位の晩期 論文題目

博士(文学) 幕末期朝廷の政治史的研究

博::1:(文学) Prajnakaraguptaの分別 (kalpana)論

博士(文学)
幕末維新期におけるn宗護法論の研究
一超然と月性の排lni論を中心にー

!専:1:(文学) U~宝撰 rー乗仏性究;む;論』の研究

博士(文学) 市安iflH員の教学にi則する研究

博士(文学) 薬健度の研究

博士(文学) ジネーンドラプッディの認識論

博士(文学)
r源氏物語』宇治十帖の親子|県l係と性
ーフェミニズム批評の視座からー

博士(文学)
J{.宗別途義の研究

一真言密教との対比を視座として一

博土(文学)
1信教思想の日本的鹿1m
一即身成仏を中心にー



『龍谷大学大学院文学研究科紀要』への投稿について

1.応募資格

(1)博士後期課程在学者、研究生、満期依願退学者(退学後3年以内の者)。ただし、あ

らかじめ所属する専攻(満期依願退学者については在籍中に所属していた専攻)の承認

を得ること。

(2)修士論文提出者で所属する専攻の推薦を得た者。

2.執筆要項

(1)論文の種類は、研究論文、翻訳、研究ノートとする。ただし、翻訳、研究ノート

については、編集委員会で掲載本数を制限することがあるので注意すること。

(2)原稿枚数は、以下のとおりとする。

研究論文・翻訳:400字詰原稿用紙50枚以内

研究ノート:400字詰原稿用紙40枚以内

※いずれも誌等を合めた枚数である。枚数は厳守すること。

※参考文献、引用、註等は、末尾に掲載することυ

(3) 日本語版稿は、手書き、ワープロのいずれでもよい。

ワープロ原稿は、 B5サイズ1頁800字 (50字x16行)、もしくはA4サイズ1頁

1，200字 (40字X30行)の設定で印刷すること。欧文(党巴蔵文を合む)原稿は、タ

イピング、ワープロのいずれでもよい。書式、原稿枚数等は専攻教員と相談するこ

と。

(4)原稿は、必ず綴じて提出すること。

3.原稿の掲載

原稿の掲載の可否については、編集委員会の査読によって決定する。

4. その他

(1)本研究科の研究成果の公rmJi法として、国立'1'1'1幸[i学研究所を通じてI立子化を実施
する。掲載された論文等(吉:籍情報、画像情報、本文)の著作権(著作財産権、

copyright)は個人に帰属するが、電子化し公共の利用に供する場合、掲載された論

文等の複製権(注1)、およぴ公衆送信権(注2)の行使を本編集委員会に許諾する

こととする。

j主1 複 製権:著作物を有形化し、再製することに関する権利

注2 公衆送信権著作物を公衆向けに「送信」することに|期する権利

(2)応募日程等は、 12月頃に掲示する。

二
六

O
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(11的と名称)

第l条 龍谷大学大学院文学研究科院生の学術研究を奨励し、その成果を発表する趣旨のもとに

年 1回これを発行する。

2 この学術雑誌は『龍谷大学大学院文学研究科紀要J(以下「紀要JとL寸。)と称する。

(紀要の構成)

第2条 「紀要jには、論文その他の研究成果(以下「論文Jという。)ならぴに課程博 1:論文要
旨(以下「要旨Jという。)を掲載する。

(論文提出資佑)

第3粂 「論文jを提出できる者は次のとおりとする。

( 1 )大学院文学研究科在籍者。

( 2 )大学院文学研究科研究生。

( 3 )その他編集委員会が認めた者。

(編集委員会)

第4条 紀要の編集に|期する事項を管掌するため、大学院文学研究科紀要編集委員会(以下「委

員会Jという。)をおく。

2 委員会は大学院文学研究科所属の専任教員(各専攻より I名)により構成する。

3 委員の任期は 1年とする。ただし、再任は妨げない。

4 委員会に委員長をおく。委員長は委員の互選による。

5 委員会の招集は、委員長がおこなう。

(論文の掲載手続き)

第5条 [論文Jは、委員会の定めた募集要項に基づき、本規程第3条に該当する者によりこれ
を公募する。

2 前項の「論文jはあらかじめ所属する専攻(満期l依願退学者については在籍中に所・属して

いた専攻)の本認または推薦に基づき、委員会が査読し承認したものを掲載する。

3 r要旨」は、原"IJとして前年度課程博士修了者全員の課程博士論文要旨を掲載する。
(事務)

第6条 紀要に関する事務は研究部(仏教文化研究所事務室)がおこなう。

付則

第l粂 この規程は、 2000年4月1日より施行する。

付員IJ(2 0 0 1年3月22 H第6条改正)
こ この規程は、 2001年4月1[Jより施行する。

ハ 付則 (20 0 5年2月7日タイトル、第2条、第4条、第5条、第6条改正)

第1条この規程は、 2005年11月1Hより施行する。

付則 (20 0 7年7月4日第5条改正)

第1条 この規程は、 2007年7JcJ 4日よリ施行する。



{編集後記]

龍谷大学大学院文学研究科紀要第35集をお川けいたします。今回は応募研究論文7篇と

修士論文に基づく研究論文12篇、課程博士論文要旨8篇の計27篇を掲載することが出来ま

した。論文をまとめるに当たってご指導いただきました先生方には心よりお礼If'lし上げま

す。この紀要の論文掲載の中、応募研究論文につきましては10篇の枠がありますので、今

後は予定を遥かに超えるほどの応募がありますよう期待しております。また葉報にある院

生の研究活動を見ますと、学内の研究会だけでなく学外の全国学会の場でも捌:先発表して

いる方が増えており、何より好ましい傾向だと思っております。引き統きこれを推し進め

ていってくださるよう願っております。後になりましたが、この紀要を予定どおり発行す

ることが出来ましたのも編集委員の先生方並ぴに執筆者の方のご今協力と、事務を担当して

くださった中嶋一博さんのご尽力の賜物です。心より深謝申し上げます。

(大取一馬記)

龍谷大学大学院文学研究科紀要編集委員会

委員長大取一馬

委員内藤知成・入海 崇・松尾宣昭

郷式 豊・束 聾・平林章仁

北村 尚・ラザリンマイケル

龍谷大学大学院文学研究科紀要 2013年度 第35集

平成25年(2013)12月17日印刷

平成25年(2013)12月2511 発行
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